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「
書
か
れ
た
」
ヨ
セ
フ
、
「
描
か
れ
た
」
ヨ
セ
フ 
 
 
 
 
 
 
―
―
『
キ
リ
ス
ト
伝
瞑
想
』
と
《
ト
ン
ド
・
ド
ー
ニ
》
―
― 
富
澤 
萌   
は
じ
め
に 
 
聖
母
マ
リ
ア
の
夫
で
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
養
父
で
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
人
・
聖
ヨ
セ
フ
は
、
時
代
変
遷
に
よ
っ
て
そ
の
信
仰
と
表
象
が
様
変
わ
り
し
た
興
味
深
い
人
物
で
あ
る
。
当
初
、
イ
エ
ス
の
養
父
に
過
ぎ
な
い
ヨ
セ
フ
の
宗
教
的
重
要
性
は
低
く
、
神
学
上
で
は
十
一
世
紀
頃
ま
で
意
図
的
に
そ
の
存
在
が
無
視
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
十
二
世
紀
頃
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
ヨ
セ
フ
復
権
が
試
み
ら
れ
る
。
神
学
上
で
は
十
二
世
紀
シ
ト
ー
派
の
聖
ベ
ル
ナ
ー
ル
が
ヨ
セ
フ
の
神
学
上
の
役
割
を
見
直
し
、
十
五
世
紀
初
頭
の
パ
リ
で
神
学
者
ジ
ャ
ン
・
ジ
ェ
ル
ソ
ン
が
ヨ
セ
フ
信
仰
を
促
進
、
続
い
て
シ
エ
ナ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
も
ヨ
セ
フ
復
権
が
試
み
ら
れ
、
十
五
世
紀
頃
か
ら
ヨ
セ
フ
信
仰
は
盛
ん
と
な
り
十
七
世
紀
頃
に
は
聖
母
マ
リ
ア
と
並
び
崇
敬
す
べ
き
聖
人
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
中
世
末
か
ら
大
工
や
家
具
師
ギ
ル
ド
の
守
護
聖
人
と
し
て
果
た
し
た
重
要
な
役
割
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
イ
タ
リ
ア
で
は
十
四
世
紀
ご
ろ
か
ら
各
地
で
ヨ
セ
フ
の
祝
日
が
祝
わ
れ
て
い
た
が
、
一
四
七
七
年
の
マ
リ
ア
「
無
原
罪
の
御
宿
り
」
教
義
の
教
皇
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
四
世
に
よ
る
公
認
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
一
四
七
九
年
に
ロ
ー
マ
で
ヨ
セ
フ
の
祝
日
が
定
め
ら
れ
同
年
こ
の
祝
日
が
イ
タ
リ
ア
全
教
区
に
広
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
四
八
〇
年
以
後
ヨ
セ
フ
信
仰
が
急
速
に
広
ま
っ
た
。
ま
た
、
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
の
キ
ウ
ー
ジ
で
は
一
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
サ
ン
タ
・
ム
ス
テ
ィ
オ
ー
ラ
教
会
に
寄
進
さ
れ
た
マ
リ
ア
の
婚
約
指
輪
が
崇
敬
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
聖
遺
物
は
十
五
世
紀
末
に
ペ
ル
ー
ジ
ャ
大
聖
堂
の
所
有
と
な
り
現
在
も
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
（
１
）
。 
 
ヨ
セ
フ
信
仰
の
過
渡
期
で
あ
る
十
六
世
紀
初
頭
に
描
か
れ
、
同
時
代
で
は
異
例
と
言
え
る
程
ヨ
セ
フ
が
ひ
と
き
わ
存
在
感
を
放
つ
作
品
が
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
《
ト
ン
ド
・
ド
ー
ニ
》
で
あ
る
【
図
１
】
。
作
品
中
央
に
は
座
る
聖
母
、
聖
母
の
右
肩
に
乗
る
幼
児
イ
エ
ス
、
背
後
か
ら
イ
エ
ス
を
支
え
る
聖
ヨ
セ
フ
と
、
垂
直
に
積
み
あ
が
る
よ
う
に
し
て
聖
家
族
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
は
ヨ
セ
フ
が
マ
リ
ア
か
ら
イ
エ
ス
を
受
け
取
っ
て
い
る
場
面
と
記
し
て
い
る
（
２
）
が
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
イ
エ
ス
が
後
ろ
向
き
で
あ
る
方
が
自
然
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
後
述
す
る
十
字
架
降
下
と
の
関
連
か
ら
、
ヨ
セ
フ
か
ら
マ
リ
ア
が
イ
エ
ス
を
受
け
取
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
（
３
）
。
中
央
上
部
の
ヨ
セ
フ
は
両
脚
を
広
げ
て
中
腰
の
姿
勢
を
と
り
左
手
で
幼
児
イ
エ
ス
を
支
え
、
向
か
っ
て
画
面
左
に
顔
を
傾
け
イ
エ
ス
を
見
つ
め
て
い
る
。
イ
エ
ス
は
両
手
を
マ
リ
ア
の
頭
に
、
右
足
を
マ
リ
ア
の
腕
に
乗
せ
、
大
き
く
体
を
ひ
ね
り
、
斜
め
右
下
に
向
か
っ
て
俯
い
て
い
る
。
マ
リ
ア
は
地
面
に
座
り
右
手
は
イ
エ
ス
の
肩
を
、
左
手
は
イ
エ
ス
の
腹
部
か
ら
脚
の
あ
た
り
を
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支
え
な
が
ら
、
上
体
を
捻
り
両
腕
を
上
げ
て
上
部
の
イ
エ
ス
を
見
つ
め
て
い
る
。
聖
家
族
の
背
後
右
奥
で
は
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
が
イ
エ
ス
の
方
向
を
見
上
げ
て
お
り
、
そ
の
後
ろ
に
は
起
伏
の
あ
る
岩
場
を
前
に
し
て
右
に
三
人
、左
に
二
人
の
裸
体
の
男
性
が
腰
か
け
て
い
る
。
背
景
に
は
山
と
青
空
が
描
か
れ
て
い
る
。 
本
作
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
裕
福
な
機
織
業
者
ア
ー
ニ
ョ
ロ
・
ド
ー
ニ
に
よ
っ
て
、
一
五
〇
四
年
の
彼
と
マ
ッ
ダ
レ
ー
ナ
・
ス
ト
ロ
ッ
ツ
ィ
の
結
婚
ま
た
は
一
五
〇
七
年
の
長
女
誕
生
に
際
し
て
注
文
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
４
）
。し
か
し
な
が
ら
、注
文
の
動
機
と
し
て
、
当
初
か
ら
つ
け
ら
れ
て
い
た
木
枠
に
注
文
主
一
家
と
そ
の
婚
家
の
紋
章
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
（
５
）
、
高
価
な
ト
ン
ド
絵
画
が
当
時
女
児
の
誕
生
祝
に
注
文
さ
れ
得
た
の
か
は
疑
問
視
さ
れ
る
こ
と
（
６
）
か
ら
結
婚
説
が
有
力
と
筆
者
は
考
え
る
。
さ
ら
に
、
本
作
の
制
作
を
一
五
〇
七
年
以
降
と
す
る
論
拠
と
し
て
一
五
〇
六
年
発
掘
の
《
ラ
オ
コ
ー
ン
》
の
捻
っ
た
身
体
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
（
７
）
が
こ
の
種
の
ポ
ー
ズ
へ
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
関
心
は
《
カ
ッ
シ
ナ
の
戦
い
》
な
ど
そ
れ
以
前
の
作
品
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
、
加
え
て
《
ト
ン
ド
・
ド
ー
ニ
》
か
ら
の
影
響
が
認
め
ら
れ
て
い
る
一
五
〇
七
年
制
作
の
ラ
フ
ァ
エ
ロ《
キ
リ
ス
ト
の
埋
葬
（
８
）
》
と
制
作
年
代
が
あ
ま
り
に
近
接
し
て
い
る
こ
と
、
以
上
の
理
由
か
ら
、
筆
者
は
本
作
の
制
作
年
代
を
注
文
主
が
結
婚
し
た
一
五
〇
四
年
頃
と
推
定
す
る
。 
本
論
で
は
ヨ
セ
フ
に
関
す
る
記
述
と
図
像
を
比
較
分
析
す
る
。
第
一
章
で
は
新
約
聖
書
や
外
典
、
そ
し
て
ヨ
セ
フ
信
仰
の
高
ま
り
に
ひ
と
き
わ
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
宗
教
文
学
の
う
ち
十
三
世
紀
成
立
の
『
キ
リ
ス
ト
伝
瞑
想
』
（
イ
タ
リ
ア
語
標
題
M
ed
itatio
n
e d
e la U
ita d
el N
o
stro
 S
ig
n
o
re Ih
esu
 C
h
risto
 
英
語
標
題M
ed
itatio
n
s o
n
 
th
e L
ife o
f C
h
rist
）
で
の
ヨ
セ
フ
の
描
写
に
つ
い
て
論
じ
る
。
第
二
章
で
は
同
時
代
の
ヨ
セ
フ
図
像
や
『
キ
リ
ス
ト
伝
瞑
想
』
挿
絵
の
特
徴
を
踏
ま
え
つ
つ
、
《
ト
ン
ド
・
ド
ー
ニ
》
の
ヨ
セ
フ
像
、
特
に
イ
エ
ス
を
抱
き
マ
リ
ア
へ
受
け
渡
す
動
作
に
着
目
し
、
『
キ
リ
ス
ト
伝
瞑
想
』
テ
ク
ス
ト
、
挿
絵
、
《
ト
ン
ド
・
ド
ー
ニ
》
の
ヨ
セ
フ
像
の
表
象
を
比
較
し
分
析
を
試
み
る
。 
  
一 
「
書
か
れ
た
」
ヨ
セ
フ 
 
１ 
新
約
聖
書
・
外
典 
新
約
聖
書
に
お
け
る
ヨ
セ
フ
の
記
述
は
「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
「
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
」
の
二
書
に
あ
る
（
９
）
。
「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
で
は
、
ヨ
セ
フ
が
ダ
ビ
デ
の
家
系
に
あ
た
る
こ
と
（
マ
タ
イ:
一:
一
―
十
七
）
、
ヨ
セ
フ
が
大
工
で
あ
る
こ
と 
（
マ
タ
イ:
十
三:
五
十
五
）
の
ほ
か
、
マ
リ
ア
の
処
女
懐
胎
を
天
使
が
ヨ
セ
フ
に
告
げ
る
場
面
（
マ
タ
イ:
一:
十
八
―
二
十
五
）
、
聖
家
族
の
エ
ジ
プ
ト
逃
避
の
場
面
（
マ
タ
イ:
一:
十
三
―
二
十
三
）
に
ヨ
セ
フ
が
登
場
す
る
。
「
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
」
で
は
、
マ
タ
イ
書
と
同
じ
く
ヨ
セ
フ
の
家
系
が
記
さ
れ
て
い
る
（
ル
カ:
三:
二
十
三
―
三
十
八
）
ほ
か
、
イ
エ
ス
降
誕
と
神
殿
奉
献
の
場
面
（
ル
カ:
二
）
、
博
士
た
ち
と
の
議
論
の
場
面
（
ル
カ:
二:
四
十
一
―
五
十
二
）
に
ヨ
セ
フ
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
聖
書
で
は
ヨ
セ
フ
の
家
系
や
職
業
に
関
す
る
記
載
と
、
イ
エ
ス
の
受
胎
・
降
誕
・
幼
少
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
ヨ
セ
フ
が
登
場
す
る
の
み
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
書
に
も
ヨ
セ
フ
の
容
姿
な
ど
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
提
供
す
る
箇
所
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
源
泉
と
な
っ
た
の
は
外
典
や
他
の
文
書
で
あ
る
。 
 
ヨ
セ
フ
が
現
れ
る
主
な
外
典
に
は
、
「
ヤ
コ
ブ
原
福
音
書
」
「
ト
マ
ス
に
よ
る
イ
エ
ス
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の
幼
児
物
語
」
「
偽
マ
タ
イ
福
音
書
」
「
マ
リ
ア
誕
生
の
物
語
」
「
救
い
主
イ
エ
ス
の
幼
年
時
代
の
ア
ラ
ビ
ア
語
福
音
書
」
「
大
工
ヨ
セ
フ
の
生
涯
」
が
あ
る
（
１
０
）
。
こ
の
う
ち
、
偽
マ
タ
イ
書
が
九
九
九
年
に
ヘ
ブ
ラ
イ
語
か
ら
ラ
テ
ン
語
の
詩
に
訳
さ
れ
る
と
、
十
一
世
紀
に
は
「
偽
マ
タ
イ
福
音
書
」
「
ヤ
コ
ブ
原
福
音
書
」
「
マ
リ
ア
誕
生
の
物
語
」
の
影
響
を
受
け
た
マ
リ
ア
の
生
涯
を
詠
っ
た
詩
が
多
数
出
現
し
、
中
世
を
通
し
て
人
気
を
博
し
た
（
１
１
）
。
各
文
書
に
書
か
れ
た
、
「
ヤ
コ
ブ
原
福
音
書
」
の
ヨ
セ
フ
が
老
人
で
あ
る
と
の
描
写
、
杖
か
ら
鳩
が
飛
び
出
し
ヨ
セ
フ
の
頭
の
上
に
と
ま
っ
た
婚
約
場
面
、荒
野
の
ほ
ら
穴
で
の
降
誕
、
受
胎
を
知
り
狼
狽
す
る
ヨ
セ
フ
や
、
「
偽
マ
タ
イ
福
音
書
」
の
エ
ジ
プ
ト
逃
避
途
上
で
イ
エ
ス
の
言
葉
に
応
じ
ひ
と
り
で
に
枝
を
曲
げ
て
実
を
差
し
出
す
シ
ュ
ロ
の
木
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
「
マ
リ
ア
誕
生
の
物
語
」
の
婚
約
場
面
で
鳩
が
杖
に
止
ま
り
花
が
咲
く
表
現
、
こ
れ
ら
は
聖
家
族
を
主
題
と
す
る
美
術
作
品
に
頻
繁
に
描
か
れ
て
お
り
、
外
典
が
ヨ
セ
フ
図
像
の
重
要
な
イ
メ
ー
ジ
源
泉
と
な
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。 
ま
た
、
聖
書
や
外
典
を
も
と
に
し
た
奇
蹟
劇
が
十
―
十
一
世
紀
に
ク
リ
ス
マ
ス
式
典
に
付
随
し
て
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
当
初
は
式
典
の
一
部
と
し
て
受
胎
、
羊
飼
い
・
マ
ギ
の
礼
拝
、
嬰
児
虐
殺
の
場
面
が
ラ
テ
ン
語
で
上
演
さ
れ
て
い
た
が
、
次
第
に
教
会
外
で
も
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、ヨ
セ
フ
伝
説
が
一
般
に
知
ら
れ
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
（
１
２
）
。
つ
ま
り
、
ヨ
セ
フ
信
仰
は
神
学
上
の
み
な
ら
ず
、
文
学
・
劇
・
美
術
な
ど
の
表
象
を
経
て
、
民
間
に
も
広
ま
る
こ
と
と
な
る
。 
 
 
２ 
宗
教
文
学 
ヨ
セ
フ
信
仰
の
普
及
に
美
術
と
並
ん
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
宗
教
文
学
で
あ
る
。
中
世
末
期
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
に
か
け
て
、
外
典
に
基
づ
く
神
秘
主
義
的
思
想
を
支
柱
に
し
た
宗
教
文
学
が
流
行
し
、
俗
語
を
含
む
諸
言
語
で
執
筆
さ
れ
広
く
流
布
し
た
。
十
四
世
紀
か
ら
は
そ
の
影
響
を
受
け
た
敬
虔
な
ヨ
セ
フ
像
が
美
術
に
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
１
３
）
。
本
論
で
は
、
十
三
世
紀
イ
タ
リ
ア
の
神
秘
主
義
的
神
学
者
ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ー
ラ
の
作
と
考
え
ら
れ
て
い
た
、
当
時
の
代
表
的
な
宗
教
文
学
で
あ
る
『
キ
リ
ス
ト
伝
瞑
想
』
を
取
り
上
げ
る
（
１
４
）
。イ
エ
ス
の
生
涯
を
独
自
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
簡
明
な
文
体
で
表
し
た
本
作
は
、
十
四
―
五
世
紀
に
は
俗
語
に
翻
訳
さ
れ
た
写
本
が
流
布
し
、
文
学
や
芸
術
表
現
に
強
い
影
響
力
を
も
っ
た
。
作
者
は
諸
説
あ
る
が
、
十
三
世
紀
後
半
に
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
修
道
士
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
い
う
見
解
は
一
致
し
て
い
る
（
１
５
）
。
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
の
教
義
を
反
映
し
て
か
、
貧
し
い
中
で
も
貧
者
に
施
し
を
行
い
、
勤
労
に
励
む
ヨ
セ
フ
や
マ
リ
ア
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ヨ
セ
フ
が
イ
エ
ス
や
マ
リ
ア
に
仕
え
る
人
間
の
規
範
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
点
、
マ
リ
ア
と
ヨ
セ
フ
と
の
結
婚
の
宗
教
的
正
当
性
が
強
調
さ
れ
る
点
は
同
時
代
に
イ
タ
リ
ア
で
編
纂
さ
れ
た
デ
・
ウ
ォ
ラ
ギ
ネ
『
黄
金
伝
説
』
と
類
似
し
た
性
格
を
も
つ
。
ま
た
、
作
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
い
く
つ
か
は
『
口
語
版
聖
教
父
伝
』
（
イ
タ
リ
ア
語
標
題V
o
lg
arizzam
en
to
 d
elle V
ite d
e' S
an
ti P
ad
ri
）
な
ど
他
の
文
学
作
品
と
も
共
通
す
る
。 
本
書
に
お
け
る
ヨ
セ
フ
は
、
マ
リ
ア
と
ヨ
セ
フ
の
婚
約
と
結
婚
、
降
誕
、
エ
ル
サ
レ
ム
で
の
神
殿
奉
献
、
エ
ジ
プ
ト
逃
避
、
博
士
た
ち
と
の
議
論
、
イ
エ
ス
の
洗
礼
な
ど
、
イ
エ
ス
誕
生
前
か
ら
若
年
期
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
多
く
に
登
場
す
る
。
特
に
注
目
し
た
い
の
は
降
誕
場
面
で
あ
る
。
ヨ
セ
フ
は
牛
と
ロ
バ
を
連
れ
「
貧
し
い
家
畜
商
人
の
よ
う
に
」
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
に
向
か
う
が
、
宿
が
見
つ
か
ら
な
い
た
め
お
産
の
近
い
マ
リ
ア
の
た
め
に
洞
窟
（
他
版
で
は
屋
根
の
下
の
こ
と
も
あ
る
（
１
６
）
）
内
を
整
備
し
出
産
の
場
を
整
え
る
。
イ
エ
ス
が
降
誕
す
る
と
マ
リ
ア
に
次
い
で
イ
エ
ス
を
礼
拝
し
、
マ
リ
ア
の
寝
床
を
用
意
し
た
。
四
十
日
間
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そ
こ
に
と
ど
ま
る
間
、
ヨ
セ
フ
は
、
イ
エ
ス
を
飼
い
葉
桶
か
ら
抱
き
上
げ
る
、
あ
る
い
は
イ
エ
ス
を
膝
の
上
に
抱
き
、
あ
や
し
、
遊
ぶ
な
ど
、
献
身
的
に
イ
エ
ス
の
世
話
を
す
る
様
子
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
セ
フ
が
イ
エ
ス
や
マ
リ
ア
を
敬
い
、
気
遣
い
、
積
極
的
に
出
産
準
備
や
育
児
を
手
伝
う
人
物
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
点
が
本
書
の
特
徴
で
あ
る
。 
  
二 
「
描
か
れ
た
」
ヨ
セ
フ 
 
１ 
ヨ
セ
フ
図
像
の
変
遷 
カ
ト
リ
ッ
ク
美
術
に
お
い
て
は
、
ヨ
セ
フ
は
伝
統
的
に
は
イ
エ
ス
降
誕
に
ま
つ
わ
る
物
語
場
面
に
登
場
し
、
血
の
繋
が
ら
な
い
子
を
授
か
っ
た
心
情
を
反
映
し
複
雑
な
表
情
を
見
せ
る
憂
鬱
な
老
人
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
早
い
も
の
で
は
十
四
世
紀
か
ら
、
マ
リ
ア
や
イ
エ
ス
に
関
わ
る
ヨ
セ
フ
、
家
事
を
す
る
ヨ
セ
フ
な
ど
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
十
五
世
紀
後
半
以
降
、
聖
母
子
像
に
ヨ
セ
フ
を
加
え
物
語
の
一
場
面
で
は
な
い
独
立
し
た
主
題
と
し
て
表
さ
れ
た
聖
家
族
像
が
登
場
し
、
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
に
か
け
て
流
行
し
た
。
中
世
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
で
は
、
伝
統
的
な
「
憂
鬱
な
ヨ
セ
フ
」
も
依
然
と
し
て
描
か
れ
る
も
の
の
、
ヨ
セ
フ
と
聖
母
子
と
の
親
密
さ
が
増
し
た
聖
家
族
像
や
、
理
想
的
な
家
族
像
を
投
影
し
た
若
々
し
い
ヨ
セ
フ
が
描
か
れ
て
い
る
。
《
ト
ン
ド
・
ド
ー
ニ
》
の
ヨ
セ
フ
像
は
、
ヨ
セ
フ
が
イ
エ
ス
に
触
れ
、
あ
る
い
は
抱
く
描
写
そ
の
も
の
は
他
の
同
時
代
絵
画
に
も
散
見
さ
れ
る
た
め
独
創
と
は
言
え
な
い
が
、
伝
統
的
な
年
老
い
た
ヨ
セ
フ
の
容
貌
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
筋
肉
質
で
力
が
漲
る
男
性
的
な
身
体
で
描
か
れ
、
マ
リ
ア
へ
イ
エ
ス
を
渡
す
動
き
に
満
ち
た
ヨ
セ
フ
は
特
異
な
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。 
前
述
の
通
り
十
二
世
紀
頃
ヨ
セ
フ
復
権
が
興
っ
た
神
学
や
十
三
世
紀
頃
に
は
ヨ
セ
フ
表
象
に
革
新
が
あ
っ
た
宗
教
文
学
に
比
べ
る
と
、
美
術
に
お
け
る
ヨ
セ
フ
図
像
の
変
化
は
や
や
遅
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
世
末
の
写
本
挿
絵
に
は
ル
ネ
サ
ン
ス
や
バ
ロ
ッ
ク
美
術
で
の
ヨ
セ
フ
表
象
を
先
駆
す
る
よ
う
な
刷
新
的
な
描
写
の
ヨ
セ
フ
が
早
く
も
出
現
し
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
作
例
が
『
キ
リ
ス
ト
伝
瞑
想
』
挿
絵
で
あ
る
。 
 
２ 
『
キ
リ
ス
ト
伝
瞑
想
』
挿
絵
に
お
け
る
ヨ
セ
フ
像 
 
本
書
に
は
全
編
を
通
し
て
随
所
に
挿
絵
が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
マ
リ
ア
と
ヨ
セ
フ
の
婚
約
か
ら
洗
礼
を
終
え
帰
還
し
た
イ
エ
ス
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
至
る
ま
で
、
ヨ
セ
フ
の
登
場
す
る
ほ
ぼ
す
べ
て
の
場
面
に
挿
絵
が
あ
る
。
ま
た
テ
ク
ス
ト
と
異
な
る
／
テ
ク
ス
ト
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
場
面
を
描
い
た
挿
絵
も
存
在
す
る
。 
と
り
わ
け
、
洞
窟
の
中
に
柱
と
ヨ
セ
フ
の
用
意
し
た
鞍
や
寝
床
が
置
か
れ
た
降
誕
の
風
景【
図
２
】は
ル
ネ
サ
ン
ス
の
降
誕
図
の
典
型
的
モ
チ
ー
フ
を
早
い
段
階
で
示
し
て
お
り
、
重
要
な
作
例
で
あ
る
。
洞
窟
や
屋
根
の
下
で
の
降
誕
場
面
に
鞍
や
柱
の
描
か
れ
た
美
術
作
品
は
本
書
の
テ
ク
ス
ト
の
反
映
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
《
神
秘
の
降
誕
》
（
ロ
ン
ド
ン
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
、
ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
《
降
誕
》
（
同
美
術
館
）
、
マ
ザ
ッ
チ
ョ
《
マ
ギ
の
礼
拝
》
（
ベ
ル
リ
ン
美
術
館
）
な
ど
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
絵
画
に
そ
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
１
７
）
。 
後
述
の
《
ト
ン
ド
・
ド
ー
ニ
》
の
ヨ
セ
フ
像
と
の
関
連
か
ら
は
、
イ
エ
ス
を
抱
く
ヨ
セ
フ
【
図
３
】
や
エ
ジ
プ
ト
逃
避
途
上
で
イ
エ
ス
を
抱
き
移
動
す
る
ヨ
セ
フ
【
図
４
】
が
特
に
重
要
で
あ
る
。
イ
エ
ス
を
抱
く
ヨ
セ
フ
像
は
テ
ク
ス
ト
に
依
拠
す
る
が
、
絵
画
表
現
と
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し
て
は
早
い
作
例
で
あ
る
。イ
エ
ス
を
運
ぶ
ヨ
セ
フ
は
テ
ク
ス
ト
に
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
図
像
の
先
例
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
は
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
美
術
に
見
ら
れ
る
イ
エ
ス
を
肩
に
乗
せ
運
ぶ
ヨ
セ
フ
の
み
で
あ
る
【
図
５
】
。 
 
３ 
『
キ
リ
ス
ト
伝
瞑
想
』
と
《
ト
ン
ド
・
ド
ー
ニ
》 
 
前
述
の
よ
う
に
、
《
ト
ン
ド
・
ド
ー
ニ
》
の
ヨ
セ
フ
像
の
特
徴
の
一
つ
に
、
マ
リ
ア
へ
の
イ
エ
ス
の
受
け
渡
し
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
図
像
源
泉
と
し
て
、
先
行
研
究
で
は
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
《
聖
母
子
と
聖
ア
ン
ナ
》
（
１
８
）
、
《
ラ
オ
コ
ー
ン
》
や
《
ベ
ル
ヴ
ェ
デ
ー
レ
の
ト
ル
ソ
》
（
１
９
）
な
ど
の
古
代
彫
刻
、
古
代
の
カ
メ
オ
《
幼
児
デ
ィ
オ
ニ
ウ
ス
と
サ
テ
ュ
ロ
ス
》
あ
る
い
は
そ
の
影
響
を
受
け
た
ド
ナ
テ
ッ
ロ
派
に
よ
る
同
主
題
の
レ
リ
ー
フ
（
２
０
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
受
け
渡
し
と
い
う
動
作
に
関
し
て
は
、
注
文
主
の
ド
ー
ニ
と
い
う
名
は
イ
タ
リ
ア
語
で
「
贈
り
物
」
の
意
味
で
あ
り
、
贈
り
物
と
し
て
の
イ
エ
ス
を
描
く
こ
と
で
注
文
主
を
連
想
さ
せ
、
結
婚
ま
た
は
出
産
祝
い
の
記
念
品
と
し
て
の
作
品
の
性
格
を
強
調
し
て
い
る
、
ま
た
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
上
か
ら
下
に
降
ろ
さ
れ
る
イ
エ
ス
を
描
く
こ
と
で
後
の
十
字
架
降
下
と
受
難
を
暗
示
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
（
２
１
）
。
図
像
解
釈
的
観
点
か
ら
は
、イ
エ
ス
は
新
約
・
恩
寵
下
の
世
界
に
お
け
る
勝
利
者
で
あ
り
、
マ
リ
ア
と
ヨ
セ
フ
は
イ
エ
ス
の
旧
約
・
律
法
の
基
に
い
る
世
界
、
背
景
の
裸
体
群
像
は
異
教
世
界
を
暗
示
し
、
ヨ
ハ
ネ
が
二
つ
の
世
界
を
結
び
付
け
て
い
る
と
解
釈
し
た
ト
ル
ナ
イ
説
（
２
２
）
、
《
聖
ア
ン
ナ
と
聖
母
子
》
で
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
の
無
原
罪
の
お
宿
り
の
教
義
を
図
像
化
し
イ
エ
ス
の
母
系
を
描
い
た
レ
オ
ナ
ル
ド
に
対
抗
し
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
自
身
が
所
属
し
た
ド
メ
ニ
コ
会
の
思
想
を
反
映
し
ヨ
セ
フ
を
頂
点
に
お
く
こ
と
で
彼
の
神
性
と
イ
エ
ス
の
父
系
を
強
調
し
た
と
提
唱
し
た
ダ
ン
コ
ー
ナ
説
（
２
３
）
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
自
身
を
含
む
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
民
間
で
の
父
系
家
族
観
へ
の
関
心
の
高
ま
り
や
ス
ト
ロ
ッ
ツ
ィ
家
と
の
婚
姻
に
よ
っ
て
地
位
が
向
上
し
た
当
時
の
ド
ー
ニ
家
の
状
況
と
関
連
付
け
、
ヨ
セ
フ
を
重
要
視
し
父
系
の
正
統
性
を
強
調
し
た
エ
イ
ム
説
（
２
４
）
な
ど
が
提
唱
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
ヨ
セ
フ
が
イ
エ
ス
を
抱
き
マ
リ
ア
へ
渡
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
さ
ら
に
説
明
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。 
こ
の
重
要
な
問
題
を
考
慮
す
る
視
点
と
し
て
筆
者
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
今
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
『
キ
リ
ス
ト
伝
瞑
想
』
の
《
ト
ン
ド
・
ド
ー
ニ
》
へ
の
影
響
を
提
示
し
た
い
。
ヨ
セ
フ
が
イ
エ
ス
を
抱
く
行
為
は
同
書
の
本
文
中
二
度
登
場
し
、
挿
絵
に
も
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
中
の
記
述
に
あ
る
「
ひ
ざ
ま
ず
い
て
イ
エ
ス
を
抱
き
上
げ
、
飼
い
葉
桶
に
戻
す
」
と
い
う
動
作
は
、
マ
リ
ア
か
ら
生
ま
れ
た
イ
エ
ス
を
抱
き
上
げ
再
び
マ
リ
ア
に
戻
す
と
い
う
《
ト
ン
ド
・
ド
ー
ニ
》
の
ヨ
セ
フ
の
動
作
を
連
想
さ
せ
る
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
『
キ
リ
ス
ト
伝
瞑
想
』
本
文
ま
た
は
そ
の
挿
絵
を
目
に
し
て
い
た
と
い
う
確
た
る
論
拠
は
残
念
な
が
ら
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
そ
の
影
響
力
と
同
時
代
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
絵
画
へ
の
反
映
や
、
彫
刻
作
品
《
ピ
エ
タ
》
（
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
）
の
若
々
し
い
マ
リ
ア
に
顕
著
な
よ
う
に
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
同
時
代
よ
り
古
い
図
像
を
好
ん
で
採
用
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
同
書
の
記
述
や
そ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
美
術
作
品
を
イ
メ
ー
ジ
源
と
し
ヨ
セ
フ
を
描
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。 
  
お
わ
り
に 
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以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
ヨ
セ
フ
信
仰
は
中
世
末
期
か
ら
神
学
と
そ
の
影
響
を
受
け
た
宗
教
文
学
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
奇
蹟
劇
や
美
術
に
よ
っ
て
広
範
囲
に
広
が
り
、
ル
ネ
サ
ン
ス
や
バ
ロ
ッ
ク
美
術
で
流
行
す
る
ヨ
セ
フ
の
主
題
は
早
く
も
『
キ
リ
ス
ト
伝
瞑
想
』
の
テ
ク
ス
ト
と
挿
絵
に
表
れ
て
い
た
。
同
書
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
絵
画
へ
の
影
響
は
絶
大
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
も
例
外
で
は
な
く
、
イ
エ
ス
を
抱
き
、
あ
や
す
ヨ
セ
フ
の
イ
メ
ー
ジ
を
『
キ
リ
ス
ト
伝
瞑
想
』
か
ら
《
ト
ン
ド
・
ド
ー
ニ
》
の
ヨ
セ
フ
に
取
り
入
れ
つ
つ
、
ヨ
セ
フ
信
仰
を
正
当
化
し
イ
エ
ス
の
父
系
家
族
を
強
調
す
る
べ
く
、
ヨ
セ
フ
を
筋
肉
質
な
身
体
と
重
量
感
の
あ
る
ポ
ー
ズ
に
よ
っ
て
威
厳
の
あ
る
姿
で
表
し
そ
の
男
性
性
を
誇
張
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
ヨ
セ
フ
の
記
述
の
あ
る
外
典
の
中
で
も
特
に
マ
リ
ア
と
の
婚
約
か
ら
降
誕
の
場
面
が
再
生
産
さ
れ
た
背
景
に
は
、
教
会
が
結
婚
制
度
・
家
族
制
度
へ
の
介
入
を
強
め
た
時
期
を
同
じ
く
し
、
十
二
世
紀
以
降
ヨ
セ
フ
と
マ
リ
ア
が
真
の
結
婚
関
係
に
あ
っ
た
と
神
学
上
の
主
張
が
強
ま
る
こ
と
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
は
本
論
の
主
張
を
よ
り
確
固
た
る
も
の
に
す
べ
く
調
査
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ル
ネ
サ
ン
ス
社
会
に
お
け
る
父
系
家
族
を
中
心
と
す
る
社
会
状
況
と
ヨ
セ
フ
図
像
の
相
関
性
を
も
研
究
課
題
と
し
た
い
。 
   
注 
（
１
）
ヨ
セ
フ
に
関
す
る
基
本
文
献
と
し
て
以
下
を
参
照
し
た
。
フ
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ス
、 
F
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『
聖
ヨ
ゼ
フ
』
（
浜
寛
五
郎
訳
）
中
央
出
版
社
、
一
九
六
一
年
。
石
井
美
樹
子
『
神
の
道
化
師
：
聖
ヨ
セ
フ
の
肖
像
』
白
水
社
、
一
九
九
一
年
。
岡
田
温
司
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処
女
懐
胎
：
描
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れ
た
「
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と
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聖
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』
中
公
新
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一
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、
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、
二
〇
〇
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年
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２
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中
英
道
訳]
『
ル
ネ
サ
ン
ス
画
人
伝
』
白
水
社
、
一
九
八
二
年
「
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
伝
」[
田
中
英
道
・
森
雅
彦
訳] 
二
三
〇
頁
）
。
お
よ
び
一
五
六
八
年
版 
ib
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. 
な
お
、
こ
の
版
で
は
本
作
に
関
す
る
記
述
は
大
幅
に
省
略
さ
れ
て
い
る
。 
（
３
）
宮
下
孝
晴
・
岩
井
庸
之
介
「
デ
ス
コ
・
ダ
・
パ
ル
ト
の
系
譜
と
し
て
の
ミ
ケ
ラ
ン 
ジ
ェ
ロ
作
『
ト
ン
ド
・
ド
ー
ニ
（
聖
家
族
）
』
の
研
究 
: 3
D
ソ
フ
ト
に
よ
る
構
図
の
分
析
」
『
金
沢
大
学
教
育
学
部
紀
要 
人
文
科
学
・
社
会
科
学
編
』
四
八
巻
、
一
九
九
九
年
、
三
二
頁
。 
（
４
）《
ト
ン
ド
・
ド
ー
ニ
》
の
制
作
動
機
お
よ
び
制
作
年
に
関
し
て
は
以
下
が
主
要
文 
献
で
あ
る
。
ハ
ー
ト
：
一
五
〇
三
年
頃
（
ハ
ー
ト
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
『
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
』[
大
島
清
次
訳]
、
世
界
の
巨
匠
シ
リ
ー
ズ
、
美
術
出
版
社
、
一
九
六
五
年
、
六
六
頁
）、
ト
ル
ナ
イ
：
一
五
〇
三
―
四
年
（
ト
ル
ナ
イ
、
シ
ャ
ル
ル
・
ド
『
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
』[
田
中
英
道
訳]
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
、
二
〇
頁
）、
田
中
：
一
五
〇
三
―
四
年
頃
（『
世
界
美
術
大
全
集
』
一
二
巻 
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
Ⅱ
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
、
三
八
五
頁
）、
ナ
タ
ー
リ
：
一
五
〇
七
年
頃(ed
. b
y
 
C
ecch
i, A
., N
atali, A
., L
'o
fficin
a
 d
ella
 M
a
n
iera
 : V
a
rietà
 e F
ierezza
 n
ell'a
rte 
F
io
ren
tin
a
 
d
el 
C
in
q
u
ecen
to
 
fra
 
le 
D
u
e 
R
ep
u
b
b
lich
e 
1
4
9
4
-1
5
3
0
 
[ex
h
. 
catalo
g
u
e], V
en
ezia, 1
9
9
6
, p
. 1
4
0
.) 
- 31 - 
 
（
５
）P
isan
i, R
. P
., G
li U
ffizi C
a
ta
lo
g
o
 G
en
era
le, F
iren
ze, 1
9
7
9
, p
. 3
8
3
. 
（
６
）N
atali, A
., o
p
. cit., p
. 1
4
0
. 
（
７
）Greg
o
ri, M
., P
a
in
tin
g
s o
f th
e U
ffizi &
 P
itti G
a
lleries, B
o
sto
n
, 1
9
9
4
, p
p
.1
6
2
. 
モ 
ー
リ
、
ジ
ョ
イ
ア
『
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
―
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
名
画
1
0
0
+
1
―
』
（
石
鍋
真
澄
監
訳
）
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
四
一
頁
（
片
桐
頼
嗣
訳
）
。 
（
８
）ed
. b
y
 C
ecch
i, A
., N
atali, A
., o
p
. cit., p
. 2
5
. 
（
９
）
以
下
、
日
本
聖
書
教
会
『
聖
書 
新
共
同
訳
』
一
九
八
七
―
八
八
年
を
参
照
。 
（
10
）
以
下
、
『
新
約
外
典
』
（
松
永
希
久
夫
、
川
村
輝
典
ほ
か
訳
）
聖
書
外
典
偽
典 
六 
巻
、
教
文
館
、
一
九
七
六
年 
お
よ
びed
. b
y
 C
o
w
p
er, B
. H
., T
h
e A
p
o
cryp
h
a
l 
G
o
sp
els a
n
d
 O
th
er D
o
cu
m
en
ts R
ela
tin
g
 to
 th
e H
isto
ry o
f C
h
rist, L
o
n
d
o
n
, 
1
8
6
7
. 
を
参
照
。 
（
11
）
フ
ァ
イ
ラ
ス
、
前
掲
書
、
四
二
頁
・
一
五
五
―
一
五
七
頁
。 
（
12
）
同
書
、
一
六
九
―
一
七
〇
頁
。 
（
13
）
石
井
、
前
掲
書
、
九
六
頁
。 
（
14
）
断
り
の
な
い
限
り
パ
リ
国
立
図
書
館
所
蔵
の
十
四
世
紀
イ
タ
リ
ア
語
版
写
本
を
使 
用
す
る
。(tran
s. an
d
 ed
. b
y
 R
ag
u
sa, I., an
d
 G
reen
, R
. B
., M
ed
ita
tio
n
s o
n
 th
e 
L
ife o
f C
h
rist, A
n
 Illu
stra
ted
 M
a
n
u
scrip
t o
f th
e F
o
u
rteen
th
 C
en
tu
ry, P
rin
ceto
n
, 
1
9
6
1
.) 
（
15
）ib
id
., p
. 2
2
. 
（
16
）ib
id
., p
. 4
0
9
. 
（
17
）ib
id
., p
. 4
0
9
. 
（
18
）
宮
下
・
岩
井
、
前
掲
書
、
三
一
頁
。 
（
19
）ed
. b
y
 C
ecch
i, A
., N
atali, A
., o
p
. cit., p
. 1
4
0
. 
（
20
）S
m
ith
, 
G
., 
”A
 
M
ed
ici 
S
o
u
rce 
fo
r 
M
ich
elan
g
elo
’s 
D
o
n
i 
T
o
n
d
o
”, 
ed
. 
b
y 
 
W
a
lla
ce, W
illia
m
 E
., M
ich
ela
n
g
elo
: S
elected
 S
ch
o
la
rsh
ip
 in
 E
n
g
lish
, v
o
l. 1
, 
L
ife an
d
 E
arly
 W
o
rk
s, 5
 v
o
ls., N
ew
 Y
o
rk
&
L
o
n
d
o
n
, 1
9
9
5
, p
p
. 4
1
4
-4
1
5
. 
（
21
）
ハ
ー
ト
、
前
掲
書
、
六
六
頁
。 
（
22
）
ト
ル
ナ
イ
、
前
掲
書
、
二
一
頁
。 
（
23
）D
’an
co
n
a, M
. L
., “T
h
e D
o
n
i M
ad
o
n
n
a b
y
 M
ich
elan
g
elo
: A
n
 Ico
n
o
g
rap
h
ic 
 
S
tu
d
y
”, ed
. b
y W
a
lla
ce, W
illia
m
 E
., M
ich
ela
n
g
elo
: S
elected
 S
ch
o
la
rsh
ip
 in
 
E
n
g
lish
, v
o
l. 1
, L
ife an
d
 E
arly
 W
o
rk
s, 5
 v
o
ls., N
ew
 Y
o
rk
&
L
o
n
d
o
n
, 1
9
9
5
, p
p
. 
4
0
3
-4
1
2
. 
（
24
）H
ay
u
m
, A
., “M
ich
elan
g
elo
’s D
o
n
i T
o
n
d
o
: H
o
ly
 F
am
ily
 an
d
 F
am
ily
 M
y
th
”, 
 
ib
id
., p
p
. 4
1
7
- 4
5
9
. 
    
〔
図
版
出
典
〕 
 
【
図
１
】h
ttp
://w
w
w
.w
g
a.h
u
/art/m
/m
ich
elan
/2
p
ain
tin
/1
d
o
n
ito
n
.jp
g
 
二
〇
一
七
年
二
月
十
八
日
閲
覧 
【
図
２
―
４
】h
ttp
://g
allica.b
n
f.fr/ark
:/1
2
1
4
8
/b
tv
1
b
1
0
5
2
7
6
4
8
k
/f7
.im
ag
e 
二
〇
一
七
年
二
月
十
八
日
閲
覧 
 
【
図
５
】
高
橋
榮
一
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
』
西
洋
編
六
巻
、
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
- 32 - 
 
美
術 
、
小
学
館
、
一
九
九
七
年 
 
（
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
） 
 
